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堂

友

の

グ
ロ
ー
ト
の

待
す
る
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

今
日
ま
で
凡
そ
四
十
年
の
歳
月
が
夢

0
s
~
C
)
'

。

の

が

信

學

と

文

科

、

諮

科

加

講

が

出

た

一

箇

慮

の

み

で

あ

り

ま

し

た

。

1

ー、

li

大日
た
。
し

し
キ
カ

代
で
あ
り
、

つ
て

其
賞
時
坂
口
昂
先

に
〕
で
あ
り
ま
し
た

瓜
け
る
業
助
を

い
町
人
學
者
の

そ
れ
に
答
へ
ら
ふ

回

想

?
.
)
こ
過
ぎ
去
り
ま
し

井

口

金

次

郎

友

の

維

録

息

ひ

七
九

出

酒

井

全

太

郎

か
、
の
一
人
が
中
闘
紐
情
研
究
の
著
害
を
出
版
せ
ら
れ
ま

し
た
。
恐
ら
く
今
日
も
其
追
に
精
進
し
て
居
ら
る
る
事
と
思
ひ
ま

す
。
今
一
人
は
佛
教
美
術
の
研
究
で
著
述
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
私
は
恥
し
な
が
ら
今
日
に
至
る
迄
何
の
業
蹟
の
一
片
も
嶺
表

出
来
ず
、
飢
に
恐
縮
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
お
許
し
を
願

ひ
ま
す
。
故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
諮
先
生
の
御
霰
に
、
厚
く
御
纏

を
棒
げ
ま
す
。
再
建
以
来
今
日
迄
御
虚
力
下
さ
い
ま
し
た
幹
部
の

御
一
同
様
へ
厚
く
御
殿
申
上
げ
ま
す
。
往
時
を
回
想
致
し
ま
し

て
、
私
の
感
恢
を
申
し
上
げ
た
次
第
で
御
座
い
ま
す
。
御
堂
今
後

一
の
御
披
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

早
や
四
十
餘
年
の
永
い
年
月
を
鰹
た
。
そ
の

に
、
又
堂
友
と
諸
共
見
學
に
と
紹
い
た
も
の
で

こ

れ

は

堂

の

つ

何

か

の

力

に

引

か

れ

た

の

で

は



堂

友

の

餌

喜

な
い
か
と
思
ふ
。
然
し
自
分
が
堂
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
僅
か

に
祈
間
紙
上
で
肥
講
生
経
集
の
廣
告
を
見
た
の
が
最
初
で
あ
っ

て
、
極
め
て
乏
し
い
知
口
識
が
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
年
末

頃
で
あ
っ
た
の
で
、
早
速
聴
講
の
申
出
を
し
た
。
そ
し
て
間
講
は

一
月
末
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
開
謁
常
日
に
は
あ
の
阿
里
山
の
柏
材

の
香
も
祈
し
い
廣
い
講
堂
に
、
参
列
者
や
肥
謁
生
で
一
杯
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
隠
講
を
紹
け
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ふ
と
或
る
野

心
を
起
し
て
哲
く
堂
か
ら
離
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か

ら
後
に
、
又
役
聴
講
生
と
な
っ
て
、
現
在
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
の
架
し
か
っ
た
息
ひ
出
を
記
し
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

゜

何
分
に
も
思
い
出
は
、
私
事
に
渉
る
こ
と
が
多
く
な
る
こ
と
は

免
れ
な
い
。
又
時
に
は
諸
先
生
ゃ
堂
友
諮
兄
の
事
に
胴
れ
る
場
合

も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
黙
は
お
許
し
た
い
。

゜

多

く

の

た

中

で

、

今

尚

耳

底

に

歿

つ

て

居

る

の

は
、
西
村
（
天
囚
）
先
生
の
講
義
で
あ
っ
た
。
先
生
は
あ
の
堂
々

た
る
巨
躯
で
、
音
吐
朗
々
と
詩
純
の
講
義
を
進
め
て
行
か
れ
た
時

に
は
、
何
か
身
内
が
引
き
し
ま
る
椋
に
感
じ
た
。
そ
し
て
詩
の
章

句
覧
叫
み
終
ら
れ
、
一
種
か
は
っ
た
講
義
は
、
宜
に
忘
れ
ら
れ
な

い
。
又
「
孝
は
翡
ず
に
哀
ふ
」
と
い
ふ
講
義
は
、
極
め
て
甑
片
的
で

あ
っ
た
が
、
今
も
祈
ら
し
く
記
憶
に
蘇
が
へ
る
の
で
あ
る
。
殊
に

自

分

は

弱

年

で

郷

闊

を

出

た

の

で

、

親

こ

と

を

怠

つ

て
お
っ
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
尚
更
感
銘
す
る
所
が
深
か
っ
た
。

し
か
る
に
後
日
堂
友
の

N
氏
が
病
母
に
奉
仕
さ
れ
て
、
時
に
は
病

母
の
言
は
れ
る
ま
ま
、
錢
湯
に
も
自
分
で
背
旦
つ
て
行
き
、
浴
も

共
に
さ
れ
た
と
い
ふ
ゃ
う
な
お
話
を
き
い
て
、
自
分
が
或
年
、
老

母
を
病
床
に
見
舞
つ
て
も
、
十
分
に
府
談
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

と
思
ひ
合
せ
て
、
惹
愧
に
堪
へ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
の
み

な
ら
ず
こ
の
先
生
の
敦
は
、
現
在
に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る

と
考
へ
て
居
る
。

又
輝
學
の
講
義
を
き
き
な
が
ら
も
、
い
つ
か
小
説
類
を
耽
讀
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
饉
厳
な
松
山
先
生
は
、
「
小
説
な
ど
を

詔
む
も
よ
い
が
、
深
入
り
し
て
は
い
け
な
い
よ
」
と
懇
々
と
教
訓

さ
れ
た
の
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
こ
の
尊
い
追
訓
を
奉
ず
る
こ

と
が
出
来
な
い
で
、
小
説
類
に
眼
を
通
す
方
が
続
害
を
語
む
よ
り

も
多
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
に
先
生
に
申
謬
な
い
こ
と
と
思
ふ
。

゜

堂
の
事
務
所
の
二
階
に
會
議
室
が
あ
っ
た
。
こ
の
西
窓
の
下
の

ぎ
は
に
、
長
い
安
架
椅
子
が
あ
っ
た
。
こ
の
椅
子
は
質
に
妙
な

椅
子
で
、
こ
れ
に
椅
り
か
か
る
と
、
宜
に
ゆ
っ
た
り
と
、
極
め
て

安
渠
に
、
俗
ぷ
手
を
放
散
す
る
様
な
氣
分
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
で

講
義
後
、
先
生
と
、
こ
こ
で
暫
く
話
し
合
ふ
時
な
ど
、
に
も

こ
れ
に
か
け
て
お
話
を
き
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

八

0



堂

友

の

録

そ

し

て

先

生

方

と

漫

綬

と

話

し

な

が

ら

、

い

た

こ

と
も
亦
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
極
め
て
開
放
さ
れ
た
話
で
あ

っ
た
ゃ
う
に
思
ふ
。

゜

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
「
恢
徳
」
の
原
稿
の
こ
と
で
、
狩
野
、
内

び
諸
先
生
の
お
宅
に
堂
友
諸
兄
と
お
伺
ひ
し
て
、
色

っ
た
こ
と
は
、
比
べ
の
な
い
牧
獲
で
あ
っ

々
の
お
話

こ。f
 
に
風
光
明
眉
な
瓶
原
の
内
朦
先
生
を
訪
間
す
る
日
の
架
し
か

っ
た
こ
と
。
そ
し
て
先
生
の
指
示
で
海
住
山
寺
に
登
っ
た
こ
と
な

ど
は
、
忘
れ
難
い
思
ひ
出
で
あ
る
。

゜

支
那
事
愛
か
ら
次
第
に
戦
局
が
撒
大
し
て
、
大
東
亜
戦
争
と
な

つ
て
、
漸
く
戦
争
の
様
相
が
愛
つ
て
来
て
、
燎
火
管
制
下
で
の
聴

講
程
、
怠
義
深
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
年
三
月

十
四
日
の
空
襲
で
、
一
瞬
に
し
て
、
文
華
の
殿
堂
で
あ
る
豪
批
な

恢
徳
堂
も
灰
饂
に
鑓
し
て
、
僅
か
に
書
庫
を
歿
す
の
み
と
い
ふ
有

様
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
何
と
し
て
も
追
憾
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
謂
義
や
祭
典
は
こ
の
燒
歿
り
の
害
庫
内
で
行
は
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
何
と
し
て
も
偲
統
と
歴
史
の
あ
る
文
華
の
殿
堂
で
あ
っ
た

懐
徳
堂
が
、
戦
争
の
た
め
失
は
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
大
阪
の
文

化
の
上
に
損
失
で
あ
る
。

八

懐
徳
常
に
感
謝
す
る
中

尾

金

し
か
し
近
年
に
な
っ
て
大
阪
大
學
で
、
春
秋
二
期
に
懐
徳
堂
闊

座
を
持
つ
椋
に
な
っ
た
の
は
、
吾
々
の
あ
り
が
た
く
思
ふ
所
で
あ

る。
古
い
歴
史
を
有
す
る
懐
徳
堂
は
、
不
幸
講
義
の
場
所
を
現
在
持

た
な
い
が
、
紐
學
や
中
國
又
は
我
國
の
古
典
研
究
熱
が
旺
盛
に
な

っ
た
現
代
で
は
、
一
般
に
復
誂
を
希
望
す
る
磐
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
ふ
。
そ
れ
に
堂
を
永
紹
さ
せ
盛
ん
に
な
ら
し
め
る
こ
と

は
、
種
々
叢
策
さ
れ
て
居
る
こ
と
と
思
ひ
、
力
強
く
感
ず
る
の
で

あ
る
。
希
く
ば
若
い
世
代
の
人
々
が
、
十
分
に
懐
徳
堂
の
精
帥
を

生
か
し
て
、
将
来
の
た
め
に
盃
力
し
て
頂
き
た
い
の
で
あ
る
。

い
う
と
、
す
ぐ
私
は
、
の
北
京
か
南
京
の
、
静
か

に
あ
る
白
か
絲
か
碧
の
を
い
れ
た
名
筆
の
彫
看
板

を
辿
想
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
何
と
い
つ
て
も
私
に
と
つ
て
は

東
洋
學
の
味
と
、
日
本
の
古
典
味
を
湛
え
た
な
っ
か
し
い
名
稲
な

の
で
あ
る
。

私
は
吉
田
松
陰
を
生
ん
だ
長
州
に
生
れ
、
乃
木
大
賂
の
郷
里
長

府
（
現
在
は
下
閻
市
内
）
で
、
中
學
時
代
五
年
を
過
ご
し
、
宵
年
賂



堂

友

の

雑

鈴

校
時
代
十
餘
年
を
、
山
陰
の
風
流
都
市
松
江
で
暮
し
た
の
で
、
環

境
的
影
響
か
ら
も
懐
徳
堂
に
親
し
み
易
い
素
蓑
を
も
つ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
に
松
江
時
代
に
は
、
今
は
祀
月
書
院
と
呼
ぶ

寺
小
屋
の
英
オ
教
育
に
闊
係
し
た
り
、
陸
軍
士
官
學
校
本
科
の
所

在
地
で
あ
っ
た
相
模
原
町
で
は
、
相
武
台
下
座
間
塾
と
い
う
郷
學

を
起
し
た
り
、
又
大
陸
の
各
地
で
は
中
図
人
に
も
知
己
を
求
め
た

り
し
た
過
去
の
経
歴
が
、
恢
徳
の
二
字
に
愛
着
を
持
た
せ
る
私
で

た
。
終
戦
後
人
生
菱
韓
の
連
命
は
、
私
を
東
京
か
ら
大
阪
え
移
住

も
あ
っ
せ
し
め
て
、
大
阪
を
私
の
第
二
の
故
郷
と
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
移
り
愛
る
米
園
調
狂
躁
の
大
阪
の
街
の
中
に
、
懐

徳
堂
の
現
存
を
知
っ
た
私
の
喜
び
は
限
り
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

か
く
て
、
懐
徳
堂
春
秋
の
講
座
が
始
ま
る
と
、
豊
中
市
服
部
の
自

宅
え
急
ぐ
脚
を
逆
に
瞥
大
の
講
堂
え
運
ん
で
、
特
別
に
支
障
の
突

酸
せ
ぬ
限
り
は
聴
諧
さ
せ
て
貰
う
の
で
あ
る
。

サ
ッ
ク
ド
レ
ス
の
斯
髪
女
や
、
ア
ロ
ハ
ジ
ャ
ツ
の
青
年
が
右
往

左
往
す
る
混
迷
の
夜
、
徳
川
時
代
か
ら
の
他
統
を
齢
ぎ
、
創
立
さ

れ
て
か
ら
四
十
年
に
も
な
る
懐
徳
堂
の
闊
座
は
、
閑
か
に
、
ゆ
る

ぎ
な
く
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
裳
は
日
本
文
化
と
い
う
観

闘
か
ら
も
ゆ
か
し
く
尊
い
限
り
で
あ
っ
て
、
慎
に
墾
輻
す
べ
き
こ

と
で
は
あ
る
ま
い
か
？

私
は
講
義
を
き
き
な
が
ら
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
恢
徳
堂
は
、

猶
文
科
大
學
の
茶
道
教
室
の
ご
と
き
か
？
と
。
欺
米
化
し
た
複
維

な
都
市
に
、
茶
道
の
よ
う
に
淡
々
と
し
、
日
本
否
東
洋
の
學
問
が
主

臆
と
な
っ
て
講
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
宗
匠
に
は
常
代
一
流
の

専
門
大
家
先
生
が
あ
り
、
茶
器
に
は
天
目
や
宵
磁
に
あ
た
る
中
図

の
古
代
史
や
詩
文
が
あ
り
、
又
古
萩
や
古
瀬
戸
に
あ
た
る
日
本
の

古
典
が
あ
り
、
新
作
物
や
外
園
物
に
あ
た
る
近
代
文
學
や
、
外
國

の
視
察
談
も
あ
る
。
茶
室
で
あ
る
謂
堂
は
窮
屈
で
暗
く
、
恰
も
草

庵
の
茶
室
を
思
は
せ
る
が
、
懐
徳
堂
に
は
相
應
し
い
。
集
る
茶
人

と
も
い
う
べ
き
聴
講
者
は
、
教
養
あ
る
市
民
、
學
生
の
老
若
男
女

戸
各
界
層
を
網
羅
し
て
、
庶
民
的
平
等
人
で
あ
る
。
蓋
し
私
の

茶
道
教
室
観
も
、
あ
な
が
ち
の
妄
論
で
は
あ
る
ま
い
。
特
に
茶
の

味
は
に
東
洋
と
日
本
の
味
が
す
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、
私
は
こ
の
よ
い
人
々
ー
t

ー
向
學
求
道
の
紳
士
淑
女
の
一

園
が
、
名
も
知
ら
ず
、
挨
拶
も
交
は
さ
ず
に
、
無
緑
の
衆
生
と
し

て
集
散
し
去
る
こ
と
を
遺
憾
に
思
う
も
の
で
あ
る
。
講
座
は
懐
徳

で
あ
り
、
人
々
は
有
緑
の
同
志
で
あ
る
。
會
員
の
た
め
春
秋
の
慰

安
遠
足
の
催
し
も
あ
っ
て
、
色
々
考
え
て
居
ら
れ
る
よ
う
で
は
あ

る
が
、
こ
の
人
々
が
お
互
に
知
り
合
い
、
結
び
合
う
と
い
う
こ
と

は
、
何
か
大
き
な
推
進
力
と
な
り
、
文
化
的
寄
奥
に
も
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
者
で
あ
る
。
最
後
に
、
私
は
、
懐
徳
堂
に
到
し

て
衷
心
よ
り
惑
謝
の
誠
を
捧
げ
る
。

（
筆
者
は
八
洲
自
動
車
工
業
重
役
）
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堂

友

の

鈴

千
四
百
年
に
相
常
す
る
の
で
、
こ

を
行
っ
た
。

そ
0
儀
案
は
松
山
先
生
が
古
式
に
桔
え
て
作
ら
れ
、
孔
子
像
は

な
い
か
ら
、
新
に
木
主
を
調
製
し
て
祭
班
に
安
闘
し
た
。
こ
の
木

主
に
は
狩
野
先
生
が
揮
吃
せ
ら
汎
た
。

享
獣
の
執
役
は
聴
謡
生
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。
こ
れ
等
の
人
々

は
、
幾
夜
と
な
く
集
つ
て
習
證
を
や
っ
た
。
執
信
の
役
の
私
等
は

紹
恢
他
堂
門
人
の
帥
山
氏
（
堺
市
方
辻
帥
祉
帥
官
）
大
町
氏
（
市
内

天
涵
官
神
官
）
二
老
か
ら
供
信
の
受
授
、
手
や
足
の
迎
び
、
そ
の

他
、
細
々
し
た
作
法
を
教
は
っ
た
。

か
く
て
十
月
八
日
の
常
日
、
天
氣
は
睛
朗
、
仰
ぐ
秋
空
の
色
も

美
し
か
っ
た
。
恒
例
の
来
賓
、
そ
の
他
参
観
の
客
で
廣
い
講
堂
も

溢
れ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

献
の
松
山
先
生
は
唯
一
人
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
済
用
、
こ
れ
に
従

し
て
紋
付
羽
織
袴
姿
の
老
若
二
十
一
人
の
執
役
は
、
雅
架
の
奏
律

に
和
し
て
粛
々
と
進
退
し
て
、
享
獣
の
鐙
も
滞
り
な
く
終
っ
た
。

こ

の

日

の

大

阪

朝

日

新

間

に

記

事

さ

れ

、

寓

飢

孔
子
祭
の
息
ひ
出

中
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さ
え
も
載
せ
ら
れ
た
C

そ

っ

た

も

の

で
、
坦
上
に
、
山
本
、
高
砂
の
雨
人
が
、
で
私
と
高
梨
氏
と

が
第
一
俎
を
受
授
し
て
ゐ
る
の
を
待
構
え
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
私

は
戦
火
で
こ
の
印
粛
は
亡
っ
た
が
誰
か
が
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
か
も

知
れ
な
い
。

執
役
の
配
常
は
、
専
ら
松
山
先
生
が
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
各
人
の
年
齢
、
閲
歴
、
性
格
な
ど
よ
く
考
応
に
入
れ
ら
れ
て

ゐ
て
、
皆
が
終
始
愉
快
に
従
事
し
得
た
こ
と
も
忘
ら
れ
な
い
。

胴
の
小
沼
氏
は
最
年
長
者
で
あ
っ
た
が
、
音
吐
朗
々
翫
文
を
鼠

ま
れ
、
堂
の
隅
々
ま
で
よ
く
間
え
た
。
能
架
殿
の
謡
曲
を
錯
覺
し

た
。
又
賛
唱
の
岡
田
氏
が
威
儀
を
正
し
て
腕
令
を
か
け
る
ゃ
う
な

ヒ
モ
ロ
ギ

態
度
も
印
象
が
深
い
。
と
り
わ
け
「
昨
を
賜
ふ
」
の
口
調
は
、
そ

の
常
坐
、
諮
生
が
お
互
に
口
ま
ね
し
て
興
し
合
っ
た
こ
と
で
あ
っ

こ。f
 し
か
し
、
こ
れ
も
今
で
は
三
十
六
年
前
の
昔
話
で
、
長
老
組
の

多
く
は
、
物
故
さ
れ
、
獨
り
井
上
正
美
氏
の
み
が
健
在
で
あ
る
。

猶
籾
菜
の
儀
注
は
下
記
の
通
り
で
、
二
十
一
人
の
氏
名
も
書
き

活
え
ら
れ
て
あ
り
、
そ
ぞ
ろ
に
諮
氏
の
面
影
が
偲
ば
れ
る
。



享
獣
諸
員
列
立
於
外
庭
゜
二
犀
戸
）
首
列
賛
唱
一
員
。
次
列
賛
引

一
員
・
監
祀
一
員
・
閥
監
一
員
・
胴
二
員
・
執
尊
一
員
・
執
洗
一

員
・
執
箆
一
員
・
執
塾
一
員
。
次
列
獣
一
員
・
賛
麓
一
員
・
掌
事

二
員
・
執
憫
八
員
・
執
俎
一
員
・
執
箋
一
員
。
（
疇
二
事
）
次
列
賛

引
一
員
・
聴
講
生
廿
一
員
。
次
列
協
律
一
員
・
柴
人
四
員
。
以
第

一
撃
栃
賛
唱
先
入
就
本
位
。
第
二
撃
栃
賛
引
・
監
祀
・
副
監
・

祝
・
執
尊
・
執
洗
・
執
箇
・
執
暴
入
立
於
殿
前
。
（
麟
”
坦
）
重
行

東
面
北
上
。
（
言
鰐
麟
江
疇

9)監
祀
・
胴
首
側
。
副
監
・

執
尊
次
側
。
執
洗
・
執
箇
・
執
晏
殿
側
。
立
定
。
賛
唱
先
再
拝
而

唱
再
拝
。
監
祀
以
下
皆
再
拝
。
記
。
賛
引
引
監
祀
・
澗
監
。
各
就

本
位
。
胴
及
執
尊
升
殿
。
執
洗
・
執
箇
・
執
塾
到
洗
所
。
各
就
本

位
。
先
是
監
祀
等
進
入
（
詞
謁
）
時
。
以
第
三
撃
栃
賀
轄
引
獣
以

下
。
就
掌
内
恨
位
。
（
鱈
亨
麟
l
l
i
”
堂
）
第
四
撃
栃
賛
引
引
聴
講
生

入
。
協
律
架
人
次
之
。
各
就
位
。
賛
霞
引
獣
以
下
。
一
列
重
行
而

入
。
各
就
本
位
。
立
定
。
賛
唱
唱
再
拝
。
衆
在
位
者
皆
再
拝
。

）
賛
轄
進
獣
之
左
。
東
而
白
。
有
司
謹
具
請
行
事
。
退
復

其
先
拝

（
者
不
拝

位
。
柴
作
（
麟
冒
）
三
成
架
止
。
賛
唱
曰
。
再
拝
。
諸
員
在
位

者
皆
再
拝
。
翫
取
幣
於
箭
。
出
帥
位
前
北
方
。
南
面
立
。
賛
醜
引

大
正
壬
戌
仲
秋
懐
似
堂
粽
菜
儀
注

堂
友
の
維
~
録

獣
升
殿
。
進
誹
位
前
。
東
面
立
。
翫
以
幣
南
向
授
。
獣
受
幣
6

榮

作
。
（
譴
冒
）
賛
穏
引
獣
翡
獣
北
面
莫
幣
隈
案
上
。
少
退
北
面

喜
。
賛
證
引
獣
降
復
位
。
楽
止
。
掌
事
戸
）
帥
執
撰
。
（
い
）

向
於
隈
所
。
（
鱈
麟
麟
）
掌
事
進
入
鑽
所
。
執
憫
各
自
就
其
位
。

會
贔
）
掌
事
授
璽
執
撰
以
次
授
受
。
自
殿
下
及
殿
上
。
祝

（
に
）
出
迎
於
殿
上
。
架
作
。
（
麟
瓢
巴
殿
上
執
猥
（
記
）
莫
置

第
一
俎
（
鯛
）
。
第
二
俎
（
鯛
）
。
第
三
俎
（
鯛
）
。
第
四
癌
（
禍
栗
）
。
第

五
箆
（
梨
子
）
。
第
六
蘊
（
葡
萄
）
。
第
七
豆
（
醗
鴨
）
。
第
八
豆
（
醗
饂
）
。

第
九
豆
（
魚
箪
）
。
第
十
鉦
（
宵
菜
）
。
第
十
二
華
（
黒
白
餅
）
。
第
十
二
慕

（
黒
白
餅
）
。
第
十
―
―
―
鷺
（
米
仮
）
。
第
十
四
篇
（
稜
仮
）
。
第
十
五
箇
箪

（
黍
阪
）
。
第
十
六
窟
（
栢
穂
）
。
↑
癌
居
右
。
豆
居
左
。
底
窟
居
其
間
。
ニ

俎
横
而
重
於
左
。
一
俎
特
陳
於
右
。
以
殿
上
狭
臨
。
便
宜
先
恨
骰
俎
於
隈

彗
｀
麟
彗
冒
莫
憫
詑
。
架
止
。
執
璽
鸞
事
復
位
。
翫
還
本

位
。
賛
證
引
獣
詣
邑
洗
。
執
晏
酌
水
。
執
洗
取
盤
承
水
。
獣
盟

手
。
執
洗
去
盤
水
。
執
箆
取
巾
於
院
。
参
進
。
獣
拭
手
詑
。
執
節
受

巾
莫
於
箇
。
遂
取
爵
以
進
。
猷
受
爵
。
執
塾
酌
水
。
執
洗
承
水
。

獣
洗
爵
。
執
箇
又
取
巾
於
箇
進
。
獣
拭
爵
詑
。
執
筐
受
巾
。
莫
於

置
執
洗
去
盤
水
如
初
。
而
後
莫
盤
。
賛
證
引
獣
升
殿
。
詣
尊

所
。
貧
爵
於
案
上
。
執
尊
畢
罪
授
聾
獣
受
尊
。
酌
醍
齊
。
楽

作
。
（
譴
柴
）
賛
隠
引
獣
詣
帥
前
。
猷
東
向
莫
爵
。
悦
伏
少
退
。

東
向
立
。
架
止
。
祝
持
阪
進
於
帥
座
前
右
。
東
向
脆
誼
胴
文
曰
。

大
正
十
一
年
。
歳
次
壬
戌
。
自
先
聖
夫
子
歿
。
周
甲
四
十
。
歴
年

二
千
四
百
゜
懐
徳
堂
記
念
會
於
十
月
八
日
。
設
位
於
堂
上
。
恭
修

繹
菜
之
襲
。
教
授
松
山
直
蔵
為
祭
酒
。
敢
昭
告
子
夫
子
曰
。
於
蕊

八
四



夫
子
。
徳
合
天
人
。
憲
掌
祖
述
。
混
混
原
泉
。
集
而
大
成
。
乃
定

斯
文
。
微
言
洪
訓
。
眠
萬
億
年
。
詩
内
六
紐
。
永
存
聖
軌
。
忠
恕

一
貫
。
盈
性
窮
哩
。
賽
倫
仮
叙
。
齊
由
夫
子
。
緬
維
教
澤
。
屎
仰

元
已
。
号
卜
吉
日
。
寧
同
諸
生
。
祇
修
営
典
。
昭
告
丹
誠
。
蒸
羞

既
賃
笙
錦
僻
鰹
。
帥
尚
聴
之
。
緊
此
潔
精
。
祝
卯
奉
進
版
於
帥

前
。
（
青
）
退
復
本
位
。
獣
再
拝
。
初
詔
胴
文
詑
。
架
作
。
（
〗

祝
文
萬
）
築
止
。
賛
轄
引
獣
。
詣
殿
上
。
南
方
。
北
面
立
。
一
祝

歳
柴
取
岡
於
姑
。
詣
尊
所
莫
案
上
。
執
尊
學
靱
授
尊
。
胴
受
尊
酌
酪

齊
。
持
附
進
詣
獣
之
前
。
獣
再
拝
受
爵
。
詭
祭
酒
。
昭
酒
莫
爵
。

俯
伏
興
。
初
獣
詣
殿
南
時
。
執
俎
・
執
買
入
隈
所
。
受
俎
謳
升

殿
。
立
北
方
。
一
罰
先
引
執
迄
。
詣
帥
前
。
架
作
。
（
辛
冒
霞
三

取
米
黍
稜
飯
。
以
飯
箆
授
獄
、
獣
受
授
執
謹
。
次
二
翫
引
執
俎
。

詣
帥
前
。
苑
取
右
俎
肉
。
以
俎
授
獣
。
獣
受
授
執
俎
。
脆
取
盾
。

遂
依
卒
間
。
胴
詭
受
岡
。
腿
復
於
拮
。
獣
悦
伏
興
。
賛
囮
引
獣
。

降
復
位
。
架
止
。
執
俎
・
執
箆
閲
降
。
復
入
憫
所
。
災
俎
謡
。
而

後
復
本
位
。
胴
徹
三
俎
。
四
案
左
詑
。
出
階
上
。
向
賛
唱
一
揖
゜

質
唱
答
揖
曰
。
賜
昨
。
再
拝
而
唱
再
拝
。
衆
在
位
者
再
拝
。

丑
~
）
渠
作
。
（
二
門
）
架
止
。
賛
剛
閉
再
拝
。
衆
在
位
者
皆

再
拝
。
賛
證
迎
獣
之
左
。
東
向
白
轄
畢
。
遂
引
獣
出
。
掌
事
・
執

憫
・
執
俎
・
執
謡
・
聴
講
生
・
協
律
・
架
人
以
次
出
。
賛
引
引
監

祀
・
澗
監
。
胴
・
執
尊
降
殿
。
執
洗
・
執
箇
・
執
邑
進
詣
殿
下
。

復
故
位
。
列
三
側
。
東
向
立
。
賛
唱
先
再
拝
。
監
祀
以
下
皆
再

盤

友

の

維

線

賛
引
執
洗
執
筐
執
邑

執
俎

執
憫

賛
轄
賛
唱
た五じ
臣
Jl1

雁

副
監

F
 
れ
U'
デ＂執
尊

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同

拝
。
以
次
出
。

享
獣
執
役
者
教
授
聴
講
生

同

松

山

蔵

大

阪

金

太

岡

田

玄

碩

坂

田

廣

吉

小
松
熊
之
助

小

沼

最

平

野

口

幸

雄

井

上

正

美

山

本

楢

信

高

梨

一

雄

不

破

重

三

石
井
宗
一

岩

淵

賢

治

竹

田

義

一

胄

木

潤

宇

野

新

造

山
本
又
一

河
島
正
一

八
五 片

野

織

平

太
田
勘
兵
衛

高

砂

消

七

中

川

幸

三

平

野

得

三

森

口

定

蔵

飯
島
溜
三
郎



鑑

賞

堂

友

の

雄

録

我
に
の
み
わ
か
る
ゑ
ま
ひ
を
須
央
見
せ
て
萎
が
卵
を
割
る
朝

の
卓

こ
れ
は
八
月
琥
翡
嶺
の
飛
松
質
君
の
歌
で
、
夫
婦
の
愛
情
の
深

さ
を
満
た
し
得
た
佳
作
だ
と
思
ふ
。
「
我
に
の
み
わ
か
る
ゑ
ま
ひ
」

は
、
前
夜
の
濃
や
か
な
情
景
が
紡
彿
と
し
て
来
る
も
の
で
、
か
う

ま
で
裸
に
な
っ
て
云
ひ
な
が
ら
、
何
ら
淫
り
が
ま
し
い
感
じ
が
な

い
老
巧
さ
、
心
に
く
い
ば
か
り
で
あ
る
。
「
須
央
」
の
語
も
安
易

に
流
れ
易
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
生
動
し
て
ゐ
る
。
四
五
句
、
清

＜
澄
み
切
っ
た
空
氣
の
中
で
、
少
し
ュ
ー
モ
ア
を
含
ん
だ
宴
君
の
、

は
ち
切
れ
さ
う
な
動
作
が
、
卵
の
割
れ
る
一
音
と
共
に
快
く
喜
い
て

束
る
。
欲
を
云
へ
ば
「
朝
の
卓
」
と
固
定
し
て
了
っ
た
の
が
を
し

ま
れ
る
。
取
材
と
し
て
は
、
朝
で
い
い
の
だ
が
、
再
考
の
除
地
が

あ
る
様
だ
。

曾
て
、
「
光
」
で
、
土
岐
善
響
氏
の
歌
「
ー
安
裳
し
ま
せ
と
去
に

し
少
女
は
」
に
つ
い
て
、
金
子
薫
園
先
生
が
評
さ
れ
て
、
「
謡
厳

そ
の
も
の
の
様
な
思
君
」
云
云
と
い
は
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
字

園
先
生
の
評
定
を
、
其
の
門
下
生
だ
っ
た
飛
松
君
に
常
朕
め
て
、

首

仲

田

應

弘

過
去
の
夢
、

は
中
心
な
る
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま

す
。
碩
園
酉
村
先
生
が
、
嘗
て
、
世
追
人
心
を
維
持
す
る
も
の
は
、

斯
の
道
よ
り
外
に
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
、
浪
華
留
別
の
詩
に
記
し

て
居
ら
れ
ま
す
。
懐
徳
堂
の
中
心
は
孔
夫
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。

先
生
は
、
懐
徳
堂
再
建
の
嘗
初
、
空
堂
に
聖
賢
の
書
を
講
ず
る
と

い
ふ
こ
と
を
、
よ
く
口
に
せ
ら
れ
た
と
聞
い
て
ゐ
ま
す
。
論
語
孟

子
の
諧
義
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
時
勢
に
合
は
な
い
と
い
ふ
こ
と

で
、
一
人
も
聴
講
す
る
も
の
が
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
た
と
い
一

人
の
聴
講
者
が
な
く
と
も
よ
ろ
し
い
、
一
人
の
聴
講
者
も
ゐ
な
い

講
堂
で
、
自
分
は
聖
賢
の
書
物
を
謂
義
す
る
の
だ
と
い
ふ
、
所
謂
、

千
萬
人
と
雖
も
吾
れ
ゆ
か
ん
の
氣
慨
で
、
諧
堂
を
建
立
し
、
講
義

を
始
め
ら
れ
た
と
い
ふ
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
應
外
に
聴
謂
の

申
込
み
が
多
く
て
牧
容
し
切
れ
な
い
の
で
、
已
む
を
得
ず
超
過
の

申
込
み
を
断
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
有
様
で
し
た
。
講
堂
に
溢
れ
る

聴
講
者
を
前
に
し
て
諧
義
を
始
め
ら
れ
た
先
生
の
お
顔
が
、
目
に

山

本

楢

信

未
来
の
夢

時
代
の
隔
り
に
微
笑
ま
し
い
の
で
あ
る
。
八
六



堂

友

の

あ
っ
て
ほ
し
い
と

浮

ん

で

く

る

い

た

し

ま

す

。

先
生
の
御
、
闊
係
の
古
典
を
さ
か
ん
に
引
用
し
て
、
聖

賢
存
世
常
時
の
を
房
尻
と
し
て
再
現
し
、
そ
の
京
句
を
生
き

生
き
し
た
も
の
に
浮
き
彫
り
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
近
頃
の
世
間

の
話
に
引
き
営
て
て
、
怠
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
時
間
に
な
る

と
、
そ
の
日
の
謁
義
の
最
後
の
掌
句
を
、
磐
朗
朗
と
芦
叫
み
、
一
揖

し
て
終
ら
れ
る
習
は
し
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
こ
と
を
憶
ひ
出
し
ま
す
に
つ
け
て
、
出
来
ま
す
な
れ

ば
侮
週
一
回
、
そ
れ
が
無
理
で
し
た
ら
、
せ
め
て
月
に
一
回
、
諭

語
の
謡
義
を
始
め
ら
れ
て
は
ど
う
で
せ
う
か
。

講
演
も
勿
論
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
古
典
を
初
め
か
ら
終
り

ま
で
通
試
、
精
し
い
講
義
を
聴
く
機
會
が
殆
ど
皆
無
の
有
椋
で
す

の
で
、
却
つ
て
必
要
で
は
な
い
で
せ
う
か
つ
日
は
土
曜
の
夜
が
よ

い
と
思
ひ
ま
す
。
若
し
く
ば
日
曜
の
朝
と
思
ひ
ま
す
。
武
内
先
生

の
よ
う
な
緻
密
な
研
究
で
、
孔
夫
子
の
時
代
に
生
れ
て
孔
夫
子
の

教
訓
を
、
直
接
に
間
く
思
ひ
0
す
る
講
義
と
同
時
に
、
大
阪
と
い
ふ

土
地
柄
、
石
汽
先
生
の
論
語
講
義
の
よ
う
に
、
孔
夫
子
が
現
代
に

生
れ
ら
れ
る
と
す
る
と
、
ど
う
い
ふ
こ
と
を
言
ひ
、
ど
う
い
ふ
こ
と

を
さ
れ
る
か
と
い
ふ
風
な
お
話
も
あ
っ
て
、
い
い
の
で
は
あ
り
ま

す
ま
い
か
。
諧
師
に
よ
き
人
を
獲
る
と
い
ふ
こ
と
は
何
よ
り
第
一

で

ご

ざ

い

ま

す

。

の

時

間

は

一

時

間

半

、

一

十

分

ほ

八
七

思
ひ
ま
す
。
愚
間
辿
彼
は
困
り
ま
す
が
、
賢
問
賢
答
は
盆
す
る
と

こ
ろ
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
淡
い
狭
い
質
間
に
封
し
て
、
深
い
廣
い

應
答
が
あ
っ
て
、
と
き
に
は
、
講
義
そ
の
も
の
よ
り
啓
疲
す
る
と

こ
ろ
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
場
所
は

交
通
に
使
利
な
適
熟
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
人
数

の
都
合
で
他
の
場
所
を
お
選
び
に
な
っ
て
も
よ
い
で
し
よ
う
。

い
ろ
い
ろ
鯉
鶯
に
辛
苦
な
さ
つ
て
ゐ
る
こ
と
、
お
察
し
い
た
し

ま
す
が
、
懐
徳
堂
と
し
て
、
先
づ
復
興
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

は
、
諭
語
の
講
義
で
す
。
罹
災
前
の
や
う
に
、
四
書
五
紐
、
詩
賦

歌
集
、
和
洋
の
古
典
の
講
義
、
學
術
闊
演
、
研
究
旅
行
と
、
次
々

に
痰
展
し
て
い
つ
て
い
い
と
思
ひ
ま
す
。




